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【
業
務
内
容
】

農
機
セ
ン
タ
ー
業
務
、
農
機
具

修
理
、
農
機
具
販
売
等

【
勤
務
地
】

ほ
く
さ
い
管
内
の
各
農
機
セ
ン

タ
ー

【
募
集
人
数
】

若
干
名

【
応
募
資
格
】

35
歳
ま
で
の
方
（
キ
ャ
リ
ア
形

成
の
た
め
）
で
農
機
具
に
興
味

の
あ
る
方

【
応
募
方
法
】

必
要
書
類
を
同
封
し
、
本
店
人

事
課
へ
郵
送
（
簡
易
書
留
）
又

は
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
封

筒
の
表
に
「
応
募
書
類
在
中
」

と
朱
書
き
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類

・市
販
の
履
歴
書
（
写
真
あ
り
）

・
卒
業
証
明
書

・
職
務
経
歴
書

●
送
付
先

〒
３
４
８
─
８
５
１
３

羽
生
市
東
７
─
15
─
３　

ほ
く
さ
い
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
事
課

【
試
験
日
】

令
和
４
年
６
月
中
旬
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

令
和
４
年
５
月
末
日
ま
で
（
消

印
有
効
）

そ
の
他
採
用
に
つ
い
て
の
詳
細

は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

農
機
セ
ン
タ
ー
中
途
採
用

職
員
を
募
集
し
ま
す

❹



総
代
会
の
日
程

理
事
会
か
ら

　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
第
26
回
通
常
総

代
会
及
び
こ
れ
に
伴
う
地
区
別
説

明
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

◎
参
加
者　

総
代　

役
員

◎
地
区
別
説
明
会

税
務
法
律
相
談

６
月
６
日
に
加
須
で
開
催

３
月
28
日
の
主
な
議
案

①
令
和
４
年
度
内
部
監
査
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

②
職
員
育
児
・
介
護
休
業
等
に
関

す
る
規
程
の
全
部
変
更
に
つ
い

て
③
当
組
合
に
お
け
る
リ
ス
ク
評
価

書
等
の
定
例
改
正
に
つ
い
て

④
個
人
情
報
保
護
関
連
規
程
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

⑤
令
和
４
年
度
内
部
統
制
の
整

備
・
運
用
に
か
か
る
年
間
計
画

に
つ
い
て

⑥
第
26
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に

つ
い
て

⑦
令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

⑧
中
期
３
か
年
計
画
の
設
定
に
つ

い
て

⑨
令
和
４
年
度
信
用
の
供
与
等
の

限
度
額
に
つ
い
て

⑩
令
和
４
年
度
理
事
会
附
議
を
要

す
る
大
口
信
用
供
与
等
の
額
に

つ
い
て

⑪
令
和
４
年
度
貸
付
金
の
利
率
の

最
高
限
度
に
つ
い
て

⑫
令
和
４
年
度
借
入
金
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

⑬
令
和
４
年
度
農
業
関
連
資
金
の

金
利
軽
減
の
考
え
方
に
つ
い
て

⑭
賃
貸
住
宅
取
得
資
金
等
に
か
か

る
特
別
貸
出
要
領
の
取
扱
期
間

の
延
長
に
つ
い
て

⑮
令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン

金
利
軽
減
の
考
え
方
に
つ
い
て

⑯
令
和
４
年
度
賃
貸
住
宅
取
得
資

金
等
に
か
か
る
金
利
軽
減
の
考

え
方
に
つ
い
て

⑰
令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
マ
イ
カ
ー

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑱
令
和
４
年
度
Ｊ
Ａ
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考
え
方
に

つ
い
て

⑲
Ｊ
Ａ
統
一
ロ
ー
ン
融
資
要
項

（
埼
玉
県
農
業
信
用
基
金
協
会

保
証
）
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑳
無
担
保
ロ
ー
ン
融
資
要
項
（
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
型
）
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

㉑
貸
出
金
利
基
準
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

㉒
令
和
４
年
度
の
余
裕
金
運
用
に

つ
い
て

㉓
貸
出
金
債
権
の
償
却
に
つ
い
て

㉔
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
㉕
令
和
４
年
度
利
用
施
設
の
利
用

料
金
設
定
に
つ
い
て

㉖
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
㉗
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
㉘
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

（
追
認
）
に
つ
い
て

㉙
職
員
へ
の
期
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
総
代
会

〈
日
時
〉　

６
月
22
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
本
店

　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

※
い
ず
れ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て

は
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
、
ま
た

は
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

６
月
６
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
営
農
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

地区名 月　日 時　間 場　所
行　田 ６月７日㈫

午後６時
30分より

行田市教育文化センター「みらい」
川　里 ６月８日㈬ 川里農業研修センター
羽　生 ６月６日㈪ 羽生市産業文化ホール
加　須 ６月10日㈮ 加須文化・学習センター「パストラルかぞ」
騎　西 ６月９日㈭ 騎西文化・学習センター「キャッスルきさい」
北川辺 ６月14日㈫ 北川辺文化・学習センター「みのり」
大利根 ６月13日㈪ 大利根文化・学習センター「アスタホール」

年金友の会ゴルフ大会
中止のお知らせ

　年金友の会ゴルフ大会は、新型

コロナウイルスの感染拡大を防ぐ

ため、中止とさせていただきます。

❺



ＴＡＣとは担い手に
出向くＪＡ担当者の

愛称です。
各基幹支店に合計

10名を配置。
担い手経営体の全戸
訪問を行います！

私たちが

T
タック

AC
です

農
業
機
械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）

の
盗
難
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

★羽生警察署からのお知らせ

農業機械の車体番号や型番を記録しておき、万一被害に遭った場合には速
やかに最寄りの警察署に届けてください。

令和３年中のトラクター等の盗難被害は、県
内各地で９件発生しています！農業従事者の
皆さん、被害に遭う前に万全な防止策を講じ
てください！

【被害防止のためのポイント】
☆エンジンキーは車体に置いたままにせず、必ず持

ち帰りましょう。

☆田畑や農道、ハウス等の住居から離れた場所に農

業機械を放置しないようにしましょう。

☆農業機械は施錠できる倉庫等に保管しましょう。

清
きよ

田
た

　　翼
つばさ

新
あら

井
い

　直
なお

喜
き

志
し

田
だ

　陵
りょう た

太 川
かわ

田
た

　優
ゆう

樹
き

富
とみ

塚
つか

　賢
けん

一
いち

須
す

賀
が

　大
だい

輔
すけ

山
やま

﨑
ざき

　翔
しょう　た

太

井
い　の　やま

ノ山俊
しゅん

輔
すけ

増
ます

田
だ

　紘
こう

一
いち

榎
えの

本
もと

　宏
ひろ

希
き

川　里行　田

羽　生

騎　西 北川辺 大利根

加　須

❻



ご参加お待ちしています！
　公的年金のお受取り年齢が近づ
いている方や現在受給している年
金に疑問のある方。年金に精通し
た社会保険労務士があなたの疑問
にきめ細やかにお答えします。こ
れまで当ＪＡとのお取引がない方
からのご相談も大歓迎です。お気
軽にご参加ください。

■令和４年度これからの予定
日　程 時間 開催店舗
6月18日㈯

９
時
～
15
時

行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

8月20日㈯ 加須中央支店　騎西中央支店　北川辺支店
大利根中央支店

10月15日㈯ 行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店

12月17日㈯ 加須中央支店　騎西中央支店　北川辺支店
大利根中央支店

2月18日㈯ 行田中央支店　川里中央支店　羽生中央支店
※相談会は新型コロナウイルス感染拡大状況等により変更または中止とさせ

ていただく場合もございます。お申し込みの際は事前に当組合ホームペー
ジ等で最新の日程をご確認ください。

相談会は予約制です。ご希望
の方は最寄りの支店窓口にお
申し込みください。

©よりぞう

JAの 無料

年金相談会

 
  令和４年春いよいよ幕開け！Ｎツアー特別企画

善光寺御開帳参拝　日帰りの旅
善光寺大本願上人様お会いの特別企画！

◆旅行出発日：令和４年６月24日㈮ 日帰り
◆旅 行 代 金：13,800円（大人お一人様／ＪＡほくさい管内起点）
※GoToトラベルキャンペーンが再開された場合本企画も適用となります。

◆食事条件：昼１回
◆添乗員：同行致します。
◆利用予定バス会社：秩父鉄道観光バス

◆募集人員：40名様限定
　（最少催行人員　24名様）
◆募集締切日：令和4年5月27日㈮
　※定員に達し次第受付終了と致します。

感染症対応策として交通、食事など様々な対応策を踏まえて、Ｎツアーガイド
ラインを作成しております。

お客様の状況によっては、当初の手配内容に含まれていない特別な配慮、措置が必要になる可能性があります。詳細は別途お渡しする「旅行条件説明書面」
の「３、お申込み条件」を確認のうえ、特別な配慮・措置が必要となる可能性がある方は、ご相談させていただきますので必ずお申し出ください。

※交通機関等の都合により日程の一部が変更になる場合がございます。
※この旅行は「うきうき（国内旅行傷害保険）」に加入しています。詳しくは弊社社員へご照会ください。
〈旅行条件〉詳しい旅行条件を説明する書面をお渡ししますので、事前に確認のうえ、お申込みください。

観光庁長官登録旅行業939号

（一社）日本旅行業協会

〈旅行企画・実施 /お問合わせ・お申込み〉
埼玉エリアセンター 〒 330-0063

さいたま市浦和区高砂 3-12-9
TEL 048-830-1210
総合旅行業務取扱管理者：小林宣隆　杉江望

（善光寺イメージ）

1

【行程】※後日改めて集合、解散場所及び時刻をお知らせ致します。【マークの説明：--- バス　◎入場観光　◯下車観光】

JA ほくさい管内　----------　◎善光寺・丸八たきや【滞在約 3 時間】　----------　JA ほくさい管内
07:00 発    　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:00 ～17:30

★企画のポイン
ト！

①善光寺本堂内陣参拝

②大本願上人様お会い

③皇室縁の宝物館特別拝観

④御開帳御膳の昼食

❼



●
害
虫
と
農
薬
事
情

　

施
設
き
ゅ
う
り
を
栽
培
す
る
上

で
、
今
最
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
害
虫
は
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
と

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
で
す
。
植
物
体
へ

の
食
害
だ
け
で
な
く
、「
退
緑
黄

化
病
」「
黄
化
え
そ
病
」
を
媒
介

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
日
常
的
な
防

除
方
法
は
農
薬
散
布
だ
と
思
い
ま

す
が
、
近
年
、
抵
抗
性
を
持
つ
個

体
が
増
え
始
め
、
効
果
的
な
農
薬

が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
待
っ

て
い
れ
ば
、
そ
の
う
ち
新
農
薬
は

発
売
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
農

薬
と
な
る
新
規
化
合
物
の
発
見
か

ら
市
場
流
通
ま
で
に
は
10
年
以
上
、

費
用
は
２
５
０
～
３
０
０
億
円
掛

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（
農
薬

工
業
会
よ
り
）。
現
在
効
果
の
あ

る
農
薬
を
大
切
に
活
用
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
ど
の

様
な
方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

●
耕
種
的
防
除
プ
ラ
ス
！

　

害
虫
防
除
と
い
う
と
、
農
薬
散

布
以
外
は
防
虫
ネ
ッ
ト
、
光
反
射

シ
ー
ト
、
防
草
シ
ー
ト
等
の
耕
種

的
防
除
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
御

紹
介
す
る
の
は
、「
天
敵
」
放
飼

と
い
う
も
の
で
す
。「
昔
や
っ
た

よ
。」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、
以
前
と
異
な

る
点
が
３
つ
あ
り
ま
す
。
う
ち
、

２
つ
は
前
述
し
た
①
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
が
媒
介
す
る

「
退
緑
黄
化
病
」「
黄
化
え
そ
病
」

の
蔓
延
、
②
同
害
虫
の
農
薬
抵
抗

性
の
発
現
で
す
。３
つ
目
は
、き
ゅ

う
り
の
複
合
耐
病
性
品
種
の
普
及

で
す
。
う
ど
ん
こ
病
・
褐
斑
病
・

べ
と
病
等
に
強
い
品
種
が
生
ま
れ

た
こ
と
か
ら
、
病
害
防
除
に
つ
い

て
は
比
較
的
に
余
裕
が
持
て
る
様

に
な
り
ま
し
た
。　

●
効
果
的
な
「
天
敵
」
使
用
方
法

と
は
？

　

き
ゅ
う
り
栽
培
で
使
用
す
る
天

敵
は
、
主
に
微
小
害
虫
（
コ
ナ
ジ

「
天
敵
」を
活
用
し
た
施
設
き
ゅ
う
り
栽
培

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

ラ
ミ
類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
幼

虫
）
を
捕
食
す
る
ス
ワ
ル
ス
キ
ー

カ
ブ
リ
ダ
ニ
で
す
。
生
き
た
も
の

が
ボ
ト
ル
等
に
入
っ
た
製
剤
と
し

て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
害
虫
を
ゼ
ロ
に
し
て
か
ら
放
飼

し
ま
す
の
で
、
そ
の
前
に
農
薬
で

徹
底
防
除
を
行
い
ま
す
。

《
育
苗
期
》

　
「
ベ
リ
マ
ー
ク
S
C
」、「
プ
リ

ロ
ッ
ソ
粒
剤
」
等
を
定
植
数
日
前

に
処
理
し
、
き
ゅ
う
り
に
殺
虫
成

分
を
十
分
浸
透
さ
せ
て
お
き
ま
す

（
購
入
苗
の
場
合
は
購
入
先
に
委

託
）。　

《
定
植
当
日
～
２
日
後
》

　
天
敵
放
飼
７
日
前
ま
で
に
「
ア

フ
ァ
ー
ム
乳
剤
」
と
「
ベ
ス
ト

ガ
ー
ド
粒
剤
」
を
施
用
し
ま
す
。

病
害
防
除
に
は
「
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０
」
ま
た
は
「
オ
ー
ソ
サ

イ
ド
水
和
剤
80
」
を
散
布
し
ま
す
。

《
放
飼
直
前
》

　
「
プ
レ
オ
フ
ロ
ア
ブ
ル
」
を
散

布
、
殺
菌
剤
は
「
ベ
ル
ク
ー
ト
水

和
剤
」
を
使
用
し
ま
す
。

　

天
敵
の
入
っ
た
製
剤
は
、
葉
に

振
り
か
け
る
ボ
ト
ル
タ
イ
プ
と
枝

等
に
吊
る
す
パ
ッ
ク
タ
イ
プ
が
有

り
ま
す
（
左
・
写
真
）

　  

●
導
入
し
て
み
て
の
感
想
は
？

　

加
須
地
区
で
は
、
天
敵
を
導
入

さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
、
関
係

機
関
で
定
期
的
な
確
認
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
「
越
冬

き
ゅ
う
り
」
で
導
入
し
た
方
の
多

く
は
、
慣
行
防
除
と
同
等
の
効
果

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。（
グ

ラ
フ
提
供
：
ア
リ
ス
タ
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
株
式
会
社
）

　 　
「
天
敵
」
の
導
入
に
つ
い
て
、

ご
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

天敵の効果は従来の防除体系と
比べてどうでしたか？

効果は高かった 同等の効果 やや効果が低かった 効果は低かった

4

3

2

1

0

スワルスキーカブリダニを葉に散布した状態
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　騎西地区で４月上旬から「花かけ」とよばれる

梨の人工授粉作業が始まりました。

　一面に咲いた小さな花にあらかじめ採取した花

粉をつけていきます。

　４月８日から作業を始めた小川保夫さんは、

20㌃で幸水や彩玉、あきづきを栽培。妻のトミ

子さんは、「春休みに、２人の孫が花粉を取るた

めの花摘みを手伝ってくれたので、大変助かっ

た。」と笑顔をみせました。

　農家は、開花状況と天気の様子を見ながら立ち

っぱなしの作業を続けます。

　埼玉県立特別支援学校羽生ふじ高等学園が２

月25日に埼玉県赤十字血液センターに収穫した

トマトを贈りました。

　このトマトは同校農業技術科の２、３年生が

授業で栽培したものです。丹精込めて育てたト

マトを「ぜひ社会のために役立ててほしい」と

同校から申し出ました。

　寄贈したのは100袋。１袋が150㌘以上になる

よう１玉か２玉ずつ袋に入れ、学校名を記載した

チラシにトマトの紹介文をつけました。２年の小

林愛花さんは「たくさんの手間をかけて育てたト

マトを皆に美味しく食べてほしい。」と包装作業

を行いました。このトマトと作品はは２月27日にＪＲ浦和駅東口で行われた献血で協力者に配布されました。

※学年は令和３年度のものです。

梨の授粉作業が始まりました。

羽生ふじ学園が献血協力者にトマトを寄贈

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡ北川辺支店で３月１日から水稲種子の温湯消毒作業が始まりま

した。水稲種子の温湯消毒は、種子伝染性病害虫防除を薬剤を使わず

に行う方法です。例年同支店管内では大曽営農組合がトップを切って

作業をスタートします。同組合は３軒の水稲農家が約150㌶でコシヒ

カリや彩のきずななどを栽培しており、３日間かけて約３㌧の籾種の

消毒作業を行います。組合員の一人、株式会社はぎはら農園の萩原浩
ゆたか

代表取締役は「米農家にとって頭の痛い状況が続いているが、よい米

を消費者に提供したいという私たち農家の気持ちは変わらない。稲刈

りの終わる10月中旬まで気を引き締めて頑張りたい。」と話していま

した。

　同支店ではこのほか約60軒の農家が交代で作業に訪れる予定。３

月下旬までに合計7.3㌧の温湯消毒が行われます。

温湯消毒がスタート

種もみを湯にひたす萩原さん

花かけを行う小川トミ子さん

トマトをＰＲする小林さん（前列右）ら

❾



ハウスナス出荷本格化

加須中央支店職員が還付金詐欺防止

母の日用カーネーション出荷スタート

　加須市騎西園芸組合でハウスナスの出荷が２月

下旬から始まりました。

　同組合でナスを栽培するのは14名。１月中旬か

ら２月上旬にかけて、若苗で定植を実施。合計

1.4㌶でラクロや式部、試験栽培の新品種のＴＮ

Ａ-168を生産しています。

　今シーズンの目標は120㌧。ピークを迎える５

月上旬から６月下旬には、１日230㌜（1㌜５㌔）

を11規格に分けて７月上旬まで都内と県内の市場

に出荷します。

 新品種のＴＮＡ-168は式部系の早生で、ホルモ

ン剤やハチによる受粉の必要がないだけでなく、

安定した収量が見込める。梓澤實組合長は、「新品種は、労力が少なく栽培しやすいので組合員の８割が新品種

に切り替えた。今年はＡ品が多く高品質な出来。」と話しています。

　還付金詐欺を防止したとして、４月８日加須警

察署は、加須中央支店と同支店阿部大輔係長、瀬

田純子職員に感謝状を贈呈しました。３月中旬、

組合員の男性より「加須市より還付金が振り込ま

れるので本人確認のため、ＪＡ職員が訪問すると

きいたが、いつ頃くるのか」と電話があり、瀬田

職員が対応した。更に「口座番号と暗証番号を教

えた」との話に詐欺を疑い、阿部大輔係長に相談。

　組合員のご自宅へ行き還付金詐欺の可能性があ

ることを伝え、詐欺を未然に防ぎました。

　加須警察署小澤賢司署長は、「職員の的確な判

断で詐欺を未然に防げたことを感謝します。」と

感謝状を手渡しました。加須中央支店野口智章基幹支店長は、「職員の連携により組合員の財産が守られてよか

った。」と話しています。

　川里花き出荷協議会で４月中旬から母の日用鉢

物カーネーションの出荷が始まりました。同会で

カーネーションを栽培するのは13軒。今シーズ

ンは、約44万鉢（うちポット14万鉢）を全国の

市場に出荷します。３月下旬から４月初旬にかけ

て会員は、開花の調整におわれました。

　出荷のピークは、５月１日からの３日間。

　３万鉢を栽培する新井貴行さんは「例年より冬

が寒く、開花調整に苦労したが、生育は順調。母

親や大切な人に感謝を込めて花を贈る文化はこれ

からも続いてほしい。」と話しています。

ナスを収穫する梓澤さん

カーネーションの生育具合を確かめる新井さん

左から小澤署長、野口基幹支店長、瀬田職員、阿部係長

�



役職員が献血に協力

災害用ブルーシートの備蓄を始めました

三田ヶ谷小の児童が入賞～世界こども図画コンテスト～

　ＪＡは２月４日に本店で集団献血を行いました。

　社会貢献活動の一環として、本店では毎年２回行っています。

この日は平井清敏副組合長ら23名が協力しました。今回が６

回目という金融部業務課の賀山憲和職員は「世の中の役に立て

ればと、店舗に献血車が来店するたびに参加している。今後も

健康を保ち、できるだけ長く協力できるようにしたい」と話し

ていました。

　ＪＡほくさいは２月10日から災害用ブルーシートの備蓄を始めました。

　天災によって家屋などに被害を受けた地域住民にブルーシートを無償で届け

ることで応急や復旧、生活の再建を支援し、豊かで安心して暮らせる地域社会

づくりに繋げることが目的。ＪＡ共済連埼玉の地域・農業活性化積立金を活用。

角に「ＪＡ共済の地域貢献活動」のロゴをプリントしました。

　備蓄枚数は200枚。管内の７基幹支店で分けて保管します。中村哲也企画

管理部長は「管内でも2019年には台風19号による記録的な大雨で隣接する利

根川が決壊の危機を迎えたばかり。災害は決して他人事ではない。ＪＡならで

はの組合員や地域の方たちとの距離や近さを生かして、困っている人に迅速に

届けたい」と力を込めます。

　「世界こども図画コンテスト」に羽生市立三田ヶ谷小学校の３名が入賞しました。

　このコンクールは絵画を通じて子どもたちに農業や農村の大切さ、家族の素晴らしさなどを伝えていくことを

目的に家の光協会の主催で行われています。29回目を迎えた今回は、日本を含めた50の国と地域から約１万点

の作品が寄せられました。同小からは銅賞に５年石合菜未さんが、国内優良賞に１年赤坂碧
あお

唯
い

さんと３年の松尾

悠佑さんが入賞しました。おめでとうございます。　※学年は令和３年度のものです。

献血する賀山職員

ブルーシートをＰＲする種足支店の
武藤琢哉職員㊧と北川辺支店田口敏弘職員

松尾悠佑さんと 赤坂碧唯さんと石合菜未さんと母との楽しいひととき

お花の広場で遊んじゃおう はれとあめ
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絶
唱
の
桜
吹
雪
の
別
れ
か
な　
　
　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

い
つ
も
戦
起
こ
す
は
男
桜
散
る　
　
　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

荒
ぶ
世
の
空
に
気
高
く
白
木
蓮　
　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

ワ
イ
パ
ー
に
溜
り
し
花
と
退
院
す　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

し
と
や
か
な
声
の
訪
問
黄
水
仙　
　
　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

い
ち
は
や
く
マ
ネ
キ
ン
人
形
更
衣　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

初
蝶
に
妻
の
笑
顔
や
畦
の
道　
　
　
　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

花
冷
え
の
風
の
能
登
路
や
夕
ま
ぐ
れ　
　
　
　

〃　
　

田
沼　

絹
子

丑
三
つ
の
闇
蹴
散
ら
し
て
春
疾
風　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

お
蚕
様
の
桑
食
む
音
の
蘇
る　
　
　
　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

ロ
ー
ラ
ー
で
踏
ま
れ
し
麦
に
余
力
あ
り　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

あ
た
た
か
や
ボ
ー
ル
受
け
取
る
音
と
声　
　
　

〃　
　

樋
口
登
美
子

天
日
に
頼
る
始
ま
り
種
を
蒔
く　
　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

蓬
摘
み
群
生
の
先
妻
の
影　
　
　
　
　
　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

お
ぼ
つ
か
な
き
嬰
の
一
歩
へ
春
の
風　
　
　
　

〃　
　

長
谷
部
愛
子

春
風
の
幼
児
の
声
に
戯
れ
し　
　
　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

恋
猫
に
誘
わ
れ
出
し
月
の
庭　
　
　
　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

畦
道
の
は
や
春
草
の
匂
い
立
つ　
　
　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

寝
室
の
蚕
室
と
な
る
蚕
時　
　
　
　
　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

二
度
寝
し
て
目
覚
め
眩
し
き
初
夏
の
窓　
　

羽　

生　

五
十
嵐
弘
子

掘
割
に
迷
え
る
真
鯉
迎
へ
梅
雨　
　
　
　
　
　

〃　
　

木
本　

政
秋

春
の
風
う
ぐ
い
す
の
声
な
つ
か
し
い　
　
　

行　

田　

木
村　

有
里

※
７
月
号
へ
の
投
句
は
、
５
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課（
住
所
不
要
）

宛
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内
に
お
住
い
の
方
。
誌
面
等
の
都
合

に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

春
霞
角
の
取
れ
た
る
遠
筑
波　
　
　
　
　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

（評）
霞
と
は
水
蒸
気
が
立
ち
込
め
空
、
野
、
山
等
遠
く
の
も
の
が
霞
ん
で

見
え
る
事
で
、
特
に
春
に
多
く
見
え
る
事
か
ら
春
霞
と
言
う
季
語
が
あ

る
。
霞
に
よ
っ
て
尖
っ
た
山
の
角
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
角
が
取
れ
た
」
と
云
い
切
っ
た
表
現
に
よ
っ
て
春
ら
し
い
句
に
な
っ
た
。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

山中栄一郎さん
と

オニバス

きたかわべ
通 信

　７月下旬から９月上旬、早朝に赤紫色の可憐な花を咲かせるオニバス。加須市北川辺地区には県内唯一の
自生地があります。埼玉県レッドデータブック（絶滅の恐れのある野生生物について記載したデータブック）
では絶滅危惧１Ａ類に分類され、埼玉県気象野生動物種にも指定される珍しい花を一目見ようと多い年には
2,000人もの見学者が県内外からやってきます。
　このオニバスが自生するのを発見したのが同地区の山中栄一郎さん（84）です。山中さんは地元有志を集
めて平成10年に「オニバス研究会」（現在は「オニバスの会」）を立ち上げ、会長に就任。自生地の管理や見
物客へのガイドを行う18名のメンバーを束ねています。
　また、山中さんのもう一つの趣味は写真。約40年前に行った声帯の手術の後遺症で声が出にくくなったこ
とがきっかけで一眼レフカメラを購入。それから主に風景写真を撮るようなったそうです。加須市主催のふ
るさと写真コンクールでは、いずれも心血を注ぐ「オニバス」を被写体にした「水鏡」（平成26年）、「黎明」（平
成28年）で優秀賞を獲得されています。

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・
場所をご紹介します。
今回は北川辺地区です。

一眼レフカメラを手にする山中さん 「黎明」「水鏡」

�



JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②「
多
数
の
宝
飾
品
購
入
　
契
約
取
り
消
せ
る
？

― 

過
料
取
引
で
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
を
」

①「
未
払
い
賃
料
　
借
主
は
敷
金
で
払
え
る
？

― 

貸
主
の
承
諾
な
け
れ
ば
で
き
な
い
」

私
は
、
ア
パ
ー
ト
の
一
室
を

月
額
4
万
円
の
家
賃
で
A
に
貸

し
て
い
ま
す
。
A
は
賃
料
の
支

払
い
が
遅
れ
が
ち
で
、
現
在
は

３
か
月
分
の
賃
料
が
未
払
い
で

す
。
私
が
A
に
契
約
解
除
の
通

知
を
送
り
、
ア
パ
ー
ト
の
明
け

渡
し
と
未
払
い
賃
料
の
支
払
い

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
Ａ
は
「
今

月
中
に
引
越
し
を
し
て
ア
パ
ー

ト
は
明
け
渡
す
つ
も
り
で
す
。

未
払
い
賃
料
に
つ
い
て
は
お
金

が
な
い
の
で
預
け
て
あ
る
敷
金

12
万
円
か
ら
支
払
っ
た
こ
と
に

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
う
の

で
す
。
私
は
A
の
求
め
に
応
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

一
人
暮
ら
し
で
め
っ
た
に
出

か
け
な
い
姉
A
（
79
歳
）
の
家

を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
沢
山
の
宝

飾
品
が
あ
り
ま
し
た
。
領
収
書

を
見
る
と
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
サ
ロ

ン
B
と
い
う
店
で
過
去
3
年
の

間
に
20
点
、
合
計
5
5
0
0
万

円
も
買
っ
て
い
ま
し
た
。
A
は

無
職
で
、
亡
く
な
っ
た
父
母
か

ら
相
続
し
た
財
産
も
こ
の
支
払

い
で
尽
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
案
内
状
を
受
け
て
B

へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
店
員
に
勧

め
ら
れ
る
ま
ま
次
々
と
買
っ
た

そ
う
で
す
。
A
に
認
知
症
は
あ

り
ま
せ
ん
。
品
物
を
返
還
し
、

代
金
を
返
し
て
も
ら
え
ま
す

か
。消

費
者
契
約
法
4
条
4
項
の
取

り
消
し
を
考
え
る
と
い
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
契
約
の
目
的
物
の
分

量
、
回
数
ま
た
は
期
間
が
生
活
状

況
な
ど
に
照
ら
し
て
、
そ
の
消
費

者
に
と
っ
て
通
常
の
分
量
な
ど
を

著
し
く
超
え
る
（
過
量
）
と
事
業

者
が
知
り
な
が
ら
勧
誘
し
、
そ
の

勧
誘
に
よ
っ
て
消
費
者
が
契
約
し

た
と
き
は
、
消
費
者
は
契
約
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て

い
ま
す
。

A
は
B
か
ら
20
点
、
合
計

5
5
0
0
万
円
の
宝
飾
品
を
3
年

間
に
買
っ
て
い
ま
す
。
取
引
当
時

77
～
79
歳
、無
職
で
一
人
暮
ら
し
、

め
っ
た
に
出
か
け
な
い
と
い
っ
た

生
活
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、

20
点
も
の
宝
飾
品
は
A
に
と
っ
て

過
量
と
思
わ
れ
ま
す
。
B
は
A
の

購
入
履
歴
は
知
っ
て
い
る
は
ず
で

す
か
ら
、
A
の
生
活
状
況
な
ど
を

知
っ
て
多
数
の
宝
飾
品
の
勧
誘
を

し
た
の
な
ら
、
そ
の
勧
誘
に
よ
る

契
約
は
取
り
消
し
の
対
象
と
な
る

で
し
ょ
う
。

A
が
品
物
を
受
け
取
っ
た
と
き

に
取
り
消
し
で
き
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
場
合
は
、
取
り
消
し
に

よ
っ
て
A
は
手
元
の
宝
飾
品
を
返

還
し
、
B
は
代
金
を
返
金
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
（
同
法
6
条
の

2
）。
取
消
権
は
、
追
認
で
き
る

と
き
（
本
件
で
は
過
量
と
知
っ
た

と
き
）
か
ら
1
年
間
ま
た
は
契
約

締
結
時
か
ら
5
年
で
時
効
に
よ
り

消
滅
し
ま
す
（
同
法
7
条
）。
ま

ず
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

①

②

①

②

こ
れ
ま
で
の
判
例
で
は
、
敷
金

と
は
、
賃
貸
借
契
約
が
終
わ
り
、

不
動
産
の
明
け
渡
し
が
さ
れ
る
ま

で
に
生
じ
た
借
主
の
債
務
（
未
払

い
賃
料
や
修
繕
義
務
等
）
を
担
保

す
る
た
め
に
、
借
主
が
貸
主
に
預

け
入
れ
る
金
銭
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。し

た
が
っ
て
、
借
主
の
未
払
い

賃
料
に
つ
い
て
、
敷
金
を
取
り
崩

し
て
未
払
い
分
に
当
て
る
か
、
敷

金
に
は
手
を
つ
け
ず
に
借
主
に
未

払
い
分
の
支
払
い
を
求
め
る
か

は
、
貸
主
が
自
由
に
選
択
で
き
ま

す
。こ

れ
に
対
し
、
借
主
は
、
借
主

の
意
思
で
敷
金
を
取
り
崩
し
て
未

払
い
分
に
当
て
る
よ
う
請
求
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
敷
金
で

未
払
い
分
を
支
払
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
判
例
の
考
え
方

は
、
令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
4

月
1
日
施
行
の
改
正
民
法
で
も
明

文
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
（
民
法

６
２
２
条
の
２
第
１
項
、
第
２

項
）。です

か
ら
、
ア
パ
ー
ト
の
明
け

渡
し
を
済
ま
せ
て
い
な
い
A
の
求

め
に
応
じ
る
か
ど
う
か
は
、
貸
主

で
あ
る
あ
な
た
の
自
由
で
す
。

本
件
で
は
、
A
が
差
し
入
れ
た

敷
金
は
12
万
円
、
未
払
い
賃
料
も

12
万
円
で
す
か
ら
、
敷
金
全
額
が

未
払
い
賃
料
分
に
当
て
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
明
け
渡
し
を
受
け
た

と
き
に
、
室
内
が
壊
さ
れ
て
い
た

等
の
場
合
に
は
、
修
繕
費
用
も
A

に
払
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
色
々
な
事
情
を
考
え
て
決
め

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
５
月
４
日
は
―
―
。
国
民
の
祝
日

で
す

❷
３
拍
子
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す

❸
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
四
つ
あ
り

ま
す

❹
調
理
中
の
料
理
か
ら
一
口
分
を

取
っ
て
…
…

❻
食
事
制
限
な
ど
で
体
重
を
減
ら
す

こ
と

❽
ち
ら
し
や
に
ぎ
り
が
あ
り
ま
す

❿
柱
・
傷
・
５
月
５
日
・
ち
ま
き
か

ら
連
想
さ
れ
る
童
謡

⓬
届
い
た
手
紙
の
―
―
を
切
っ
た

⓮
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
か
ら
降
り
る
こ
と

⓰
屋
外
で
写
生
す
る
と
き
に
机
代
わ

り
に
す
る
道
具

⓲
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
塗
る
と
こ
ろ

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
経
済
部

営
農
支
援
課
宛
送
付（
住
所
の
記
入
は
不

要
で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）に
お
住
ま
いの
方
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
し
て
い

た
だ
く
場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

よ
り
通
常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
５
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
４
月
号
の
答
〉

　

ヤ
エ
ザ
ク
ラ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
カ
キ
ツ
バ
タ
は

―
―
を
つ
け
る
の
が
難
し
い

❸
擬
餌
鉤
（
ぎ
じ
ば
り
）
の
一
種
で
す

❺
米
国
の
通
貨
単
位

❻
―
―
の
前
の
小
事

❼
―
―
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
混
み

合
っ
た
会
場

❾
商
品
を
並
べ
て
売
る
場
所

⓫
料
理
長
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
い
う
と

⓭
あ
ご
や
鼻
の
下
に
生
え
ま
す

⓯
高
校
の
最
寄
り
駅
ま
で
の
―
―
定

期
券
を
買
っ
た

⓱
ジ
ェ
ラ
シ
ー
、
焼
き
も
ち
と
も
い

い
ま
す

⓳
プ
リ
ン
セ
ス
・
ミ
チ
コ
と
い
う
品

種
が
あ
る
花

⓴
カ
キ
ツ
バ
タ
に
似
た
花
が
咲
き
ま
す

㉑
燃
料
ガ
ス
や
酸
素
な
ど
を
詰
め
ま
す

☆
３
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

Thank you
  my mother

☆
太
田　
　
光
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
大
山
カ
ツ
江
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
安
藤　
恵
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
鈴
木　
昭
一
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
小
峯　
チ
カ
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
渡
辺　
直
美
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
中
鉢　
ミ
ヨ
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
山
本
も
と
子
さ
ま
（
大
利
根
）

　

小
学
４
年
生
の
息
子
の
宿
題
で
、『
将
来
の
夢
は
？
』
と
い
う
の
が
あ
り
、

息
子
は
書
け
ず
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　

自
分
も
子
供
の
頃
そ
う
で
し
た
が
、
な
か
な
か
『
○
○
に
な
り
た
い
』

と
語
れ
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

　

野
球
選
手
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
、
宇
宙
飛
行
士
、
か
っ
こ
い
い

美
容
師
さ
ん
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
な
か
な
か
『
夢
』
に

は
繋
が
ら
な
い
の
か
…
。
何
か
の
き
っ
か
け
で
そ
れ
を
『
夢
』
と
思
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

　

ま
た
は
親
の
背
中
を
見
て
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
み
た
い
に
、
と
将
来
の

夢
に
す
る
人
も
い
ま
す
。
自
分
の
場
合
は
そ
れ
程
自
慢
で
き
る
背
中
は

持
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
、
恥
ず
か
し
く
な
い
背
中
を
見
せ

た
い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
局
、
息
子
は
『
パ
ソ
コ
ン
が
上
手
に
な
り
た
い
』
と
書
い
て
い
ま
し

た
。
将
来
の
夢
を
め
ざ
す
前
段
階
と
し
て
の
夢
（
目
標
？
）
と
い
う
の
も
、

な
か
な
か
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

Ｒ
・
Ｋ

編
集
後
記
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